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神
様
に
好
か
れ
る
人
と
は
ど
ん
な
人
か
。
置
き
換
え

る
な
ら
ば
、
神
様
か
ら
ご
利
益
を
頂
け
る
人
と
は
ど
ん

な
人
か
、
と
も
言
え
る
▼
そ
の
答
え
と
し
て
、
ま
っ
す

ぐ
ま
じ
め
な
人
、
裏
表
の
な
い
正
直
な
人
、
素
直
な
人
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
と
感
謝
が
出
来
る
人
、
自
信

過
剰
に
な
ら
ず
謙
虚
な
人
、
つ
ま
り
心
が
清
ら
か
な
人

が
、
神
様
か
ら
ご
多
幸
を
授
か
る
と
思
う
人
が
ほ
と
ん

ど
な
の
で
は
な
い
か
▼
人
柄
と
は
、
顔
つ
き
、
特
に
目

に
感
情
が
表
れ
、
そ
し
て
生
き
方
そ
の
も
の
に
も
表
れ

る
と
言
う
。
ま
た
、
精
神(

心)

は
顔
を
作
り
、
当
然
日

常
生
活
の
態
度
振
舞
に
も
表
れ
る
▼
仏
教
用
語
で
因
果

応
報
と
は
、
よ
く
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。
善
い
事
を
す

れ
ば
善
い
報
い
が
あ
る
。
そ
の
反
対
も
然
り
で
あ
る
。

そ
れ
は
神
様
と
人
と
の
関
係
に
も
当
て
は
ま
る
。｢

お

天
道
様
が
見
て
い
る｣

と
言
う
が
、
神
様
も
そ
の
人
の

人
と
な
り
を
見
て
い
る
も
の
。
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四
月
か
ら
新
学
期
、
新
生
活
、
新
年
度
が
始
ま
り
、

ち
ょ
う
ど
一
ヵ
月
が
過
ぎ
た
が
、
五
月
病
と
は
全
く
無

縁
な
、
神
様
に
好
か
れ
る
よ
う
に
正
直
な
生
き
方
を
し

た
い
も
の
で
あ
る
。

(

龍)
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四
月
二
十
九
日
は

｢

昭
和
の

日｣

で
す
。

激
動
の
日
々
を
経
て
復
興
を

遂
げ
た
昭
和
の
時
代
を
顧
み
、

国
の
将
来
に
思
い
寄
ら
す
た
め
、

先
帝
昭
和
天
皇
の
御
誕
生
日
に

制
定
さ
れ
た
国
民
の
祝
日
で
す
。

当
神
社
に
お
き
ま
し
て
も
早

朝
、
昭
和
祭
を
斎
行
、
昭
和
天

皇
の
常
に
国
民
と
と
も
に
あ
ら

れ
よ
う
と
せ
ら
れ
た
大
御
心
を

拝
し
、
御
聖
徳
御
大
業
を
景
仰
、

皇
室
の
弥
栄
と
国
家
・
国
民
の

平
安
と
繁
栄
を
祈
念
致
し
ま
し

た
。
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四
月
二
日

(

土)

・
三
日

(

日)

の
二
日
間
に
亘
り
、
年

参
講
大
祭
が
斎
行
さ
れ
、
寒
川

町
内
の
氏
子
を
は
じ
め
各
地
区

の
講
社
団
体
の
方
々
が
参
拝
し
、

地
域
の
安
全
と
講
員
の
無
病
息

災
が
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

例
年
で
す
と
、
境
内
で
は
総

代
や
氏
子
有
志
に
よ
る
奉
納
演

芸
大
会
が
賑
や
か
に
行
わ
れ
ま

す
が
、
今
年
は
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
が
発
生
し
、
余
震
も

続
い
て
い
る
影
響
も
あ
り
、
祝

事
は
自
粛
し
、
祭
事
の
み
厳
修

す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
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此
の
度
の
東
日
本
大
震
災

に
て
、
犠
牲
に
な
ら
れ
ま
し

た
皆
様
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意

を
表
し
ま
す
と
共
に
、
被
災

さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

寒
川
神
社
に
お
き
ま
し
て

は
、
月
次
祭
に
併
せ
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
復
興
祈
願

祭
を
奉
仕
致
し
ま
し
た
。

当
日
は
祭
員
・
参
列
者
全

員
で
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
方
の
御
冥
福
を
祈
り
黙

祷
を
捧
げ
、
一
刻
も
早
い
復

旧
・
復
興
を
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
方
々
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
一
日
も
早
く

元
気
な
お
姿
で
日
々
の
生
活

を
送
れ
ま
す
よ
う
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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寒
川
町
の
玄
関
口
と
し
て

整
備
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い

る
、
寒
川
駅
北
口
駅
前
広
場

に
新
設
さ
れ
た
時
計
塔
は
、

寒
川
神
社
が
寒
川
町
へ
寄
贈

し
た
も
の
で
、
開
設
に
先
立

つ
四
月
十
八
日
、
贈
呈
式
が

行
わ
れ
、
利
根
宮
司
、
山
上

町
長
を
始
め
、
当
神
社
責
任

役
員
、
町
役
場
関
係
者
参
列

の
も
と
、
宮
司
よ
り
町
長
に

目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
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当
神
社
で
は
、
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
に
て
被
災
さ
れ
た

方
々
の
復
興
に
少
し
で
も
役
立

て
て
頂
く
た
め
、
義
捐
金
募
金

活
動
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

去
る
四
月
二
十
一
日
、
こ
れ

ま
で
に
頂
戴
致
し
ま
し
た
義
捐

金
二
、
一
六
三
、
〇
〇
〇
円
を

第
一
回
目
と
し
て
寒
川
町
へ
納

付
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
内
訳

は
、
寒
川
神
社
・
参
集
殿
・
寒

川
病
院
・
神
恵
苑
の
窓
口
に
設

置
さ
れ
た
募
金
箱
に
お
入
れ
頂

い
た
氏
子
崇
敬
者
、
ご
参
拝
の

方
々
の
お
志
。
寒
川
神
社
又
寒

川
神
社
各
施
設
職
員
全
員
の
気

持
ち
が
添
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
義
捐
金
は
、
寒
川
町
か

ら
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
被

災
地
へ
届
け
ら
れ
ま
す
。

ご
協
力
頂
き
ま
し
た
皆
様
に

謹
ん
で
ご
報
告
と
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
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新
設
さ
れ
た
時
計
塔
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二
月
初
旬
、
恒
例
の
参
拝
の
た
め
、
当

社
役
員
三
名
と
神
社
控
室
で
待
機
を
し
て

い
た
時
の
事
で
す
。
神
社
の
方
に

｢

こ
こ

数
年
、
番
組
の
高
視
聴
率
祈
願
等
の
テ
レ

ビ
・
芸
能
関
係
の
方
の
お
参
り
が
目
立
つ

よ
う
に
な
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
み
る

と
ど
う
や
ら
Ｃ
Ａ
Ｌ
さ
ん
が
ず
う
っ
と
参

拝
に
来
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
遠
因
ら
し
い
。

出
来
れ
ば
寒
川
神
社
参
拝
の
き
っ
か
け
や

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
寄
稿
い
た
だ
き
た
い
。｣

と
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。

光
栄
な
こ
と
な
の
で
、
㈱
Ｃ
・
Ａ
・
Ｌ

と
寒
川
さ
ん
と
の
関
わ
り
を
書
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

当
社
は
昭
和
四
十
一
年
設
立
の
、
水
戸

黄
門
や
大
岡
越
前
と
い
っ
た
時
代
劇
ド
ラ

マ
を
中
心
に
テ
レ
ビ
番
組
を
製
作
し
て
い

る
会
社
で
す
。

今
か
ら
四
十
年
ほ
ど
前
の
昭
和
四
十
七

年
一
月
、
木
枯
し
紋
次
郎
を
撮
影
中
、
主

役
の
中
村
敦
夫
さ
ん
が
左
ア
キ
レ
ス
腱
を

断
裂
し
た
こ
と
を
は
じ
め
、
撮
影
所
の
倒

産
な
ど
不
幸
が
重
な
り
、
急
遽
、
厄
払
い

と
合
わ
せ
て
番
組
の
成
功
を
祈
願
し
よ
う

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

い
い
神
社
は
な
い
か
と
い
ろ
い
ろ
検
討

し
、
当
時
の
社
長
と
担
当
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

の
奥
さ
ん
の
実
家
が
、
寒
川
神
社
に
ご
縁

が
あ
っ
た
の
で
、
寒
川
神
社
に
お
参
り
を

い
た
し
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
毎
年
か
か
さ
ず
、
役
員
一
同

で
参
拝
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
ご
存
じ

の
様
に
木
枯
し
紋
次
郎
の
大
ヒ
ッ
ト
と
と

も
に
、
水
戸
黄
門
・
大
岡
越
前
な
ど
の
大

成
功
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

そ
う
い
う
ご
縁
で
、
当
社
に
は
神
棚
が

あ
り
ま
す
。
毎
朝
、
榊
の
水
を
取
り
替
え

る
の
は
新
入
社
員
の
役
目
で
す
。
現
代
っ

子
の
新
入
社
員
は
当
初
困
惑
す
る
ら
し
く
、

仕
事
だ
か
ら
仕
方
な
く
取
り
替
え
る
と
い

う
感
じ
の
社
員
が
い
た
り
、
観
葉
植
物
に

水
を
や
る
感
じ
で
淡
々
と
こ
な
す
社
員
が

い
た
り
、
い
ろ
い
ろ
で
す
。
そ
れ
で
も
長

く
続
け
て
い
る
と
習
慣
に
な
っ
て
、
水
を

交
換
し
な
い
と
気
持
ち
悪
い
と
言
う
よ
う

に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
普
段
は
あ
ま
り
積
極
的
と

い
え
な
い
接
し
か
た
を
し
て
い
た
若
手
社

員
で
し
た
が
、

つ
い
最
近
、
決

定
的
な
御
利
益

が
も
う
一
つ
も

た
ら
さ
れ
た
こ

と
に
気
が
つ
き

ま
し
た
。

そ
れ
は
、
三

月
十
一
日
午
後

二
時
四
十
六
分

に
発
生
し
た
東

北
地
方
太
平
洋

沖
地
震
で
す
。

東
京
は
震
度
五

強
に
も
関
ら
ず
、

私
の
頭
上
の
神

棚
か
ら
榊
は
落

下
も
せ
ず
、
会

社
・
社
員
は
何

事
も
あ
り
ま
せ
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㈱
電
通
の
グ
ル
ー
プ
会
社)


�昭

和
四
十
一
年
八
月
二
十
五
日

�
�東

京
都
中
央
区
銀
座

�
�
�
�

①
テ
レ
ビ
番
組
の
企
画
・
製
作

・
ド
ラ
マ
製
作

水
戸
黄
門

(

Ｔ
Ｂ
Ｓ)

正
月
ワ
イ
ド
時
代
劇

(

テ
レ
東)

・
情
報
系
番
組

イ
ン
フ
ォ
宝
く
じ

(

テ
レ
朝)

奇
跡
の
地
球
物
語

(

フ
ジ)

う
た
の
旅
人

(

Ｂ
Ｓ
朝
日)

②
ラ
イ
セ
ン
ス
・
ビ
ジ
ネ
ス
業
務

・
番
組
の
二
次
利
用

(

再
放
送
・
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
制
作)

・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
企
画
・
販
売

遊
技
機

水
戸
黄
門
２
、

黄
門
ち
ゃ
ま
２

③
広
告
業
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ん
で
し
た
。

東
北
地
方
の
罹
災
さ
れ
た
か
た
の
こ
と

を
思
う
と
言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ

も
ひ
と
え
に
寒
川
さ
ん
の
お
陰
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
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左
記
の
方
々
よ
り
赤
誠
溢
れ
る
ご
奉
賛
を
賜
り
ま
し
た
。

誌
上
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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順
不
同
・
敬
称
略)

十
五
万
円

㈱

市

川

平
塚
市
紅
谷
町

五
万
円

西
島

潔

東
京
都
港
区

〃

村
松
商
事
㈱

寒
川
町
岡
田

三
万
円

田
口

昭
彦

東
京
都
練
馬
区

〃

坂
本

昭

東
京
都
練
馬
区

〃

栗
原

梅
吉

厚
木
市
元
町

〃

林

重
陽

山
形
県
西
村
山
郡

〃

猿
渡

惇

東
京
都
府
中
市

二
万
円

渡
辺

雄

相
模
原
市
中
央
区

〃

川
�

末
子

東
京
都
世
田
谷
区

〃

ミ
ヤ
マ
薬
局

千
葉
県
船
橋
市

〃

藁
品

利
夫

寒
川
町
宮
山

〃

㈱
楽
分
目
美
エ
ナ
ジ
ー
円

藤
沢
市
湘
南
台

〃

井
出

公
夫

寒
川
町
宮
山

〃

赤
坂

博
正

平
塚
市
下
吉
沢

一
万
円

佐
藤

廣
司

大
和
市
中
央
林
間

〃

戸
澤

淳

東
京
都
狛
江
市

〃

齋
藤
硝
子
店

寒
川
町
岡
田

〃

外
山

博
秋

横
浜
市
瀬
谷
区

〃

渡
邉

明
信

川
崎
市
高
津
区

〃

加
藤

久
寿

座
間
市
栗
原
中
央

〃

木
下

晃
宏

寒
川
町
一
之
宮

〃

鈴
木

啓
之

寒
川
町
宮
山

〃

小
榑

進

東
京
都
府
中
市

〃

㈲
イ
ノ
改
善

東
京
都
渋
谷
区

〃

大
山

悟

千
葉
県
船
橋
市

〃

入
倉

敬
太

大
和
市
下
鶴
間

一
万
円

瀧
嶋

勝
吉

川
崎
市
幸
区

〃

丸
山

和
直

横
浜
市
旭
区

〃

本
田

功

横
浜
市
金
沢
区

〃

一
乘

正
彦

東
京
都
中
央
区

〃

安
西

一
男

相
模
原
市
南
区

〃

伊
藤

昭
彦

茅
ヶ
崎
市
本
村

〃

大
柳

克
則

茅
ヶ
崎
市
萩
園

〃

藤
田

政
博

兵
庫
県
西
宮
市

〃

吉
田

忠
幸

寒
川
町
一
之
宮

〃

熊
切

義
和

座
間
市
入
谷

〃

田
口

秀
康

東
京
都
練
馬
区

〃

吉
田

和
子

横
浜
市
都
筑
区

〃

太
田

雅
之

千
葉
県
千
葉
市

〃

坂
口

一
将

横
浜
市
南
区

〃

和
田

敏
雅

横
浜
市
港
北
区

〃

増
子

克
己

茅
ヶ
崎
市
中
島

〃

高
頭

昇

埼
玉
県
戸
田
市

〃

西
川

敏
夫

東
京
都
千
代
田
区

〃

五
十
嵐

準

東
京
都
大
田
区

〃

徳
田
成
一
郎

東
京
都
北
区

〃

庄
司

外
司

茨
城
県
鹿
嶋
市

〃

西
山

明
子

横
浜
市
旭
区

車
い
す
サ
ポ
ー
ト
・

〃

東
京
都
大
田
区

東
京
ハ
イ
ヤ
ー
㈲

〃

須
藤

哲
志

東
京
都
大
田
区

〃

林

幸
一

藤
沢
市
葛
原

〃

大
澤

清
恵

東
京
都
小
金
井
市

〃

山
吉

次
男

相
模
原
市
中
央
区

(完成予想図)

東
日
本
大
震
災
の
お
り
に
は
、

当
地
域
も
震
度
５
強
の
大
き
な

揺
れ
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

昨
今
、
改
修
さ
れ
た
当
神
社

の
二
の
鳥
居
は
、
車
道
上
に
位

置
し
、
近
く
に
民
家
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
被
害
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
耐
震
工
法
が
功
を
奏

し
、
何
事
も
な
く
、
一
同
安
堵

致
し
ま
し
た
。

現
在
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す

太
鼓
橋
改
築
等
境
内
整
備
事
業

に
つ
き
ま
し
て
も
、
震
度
７
の

揺
れ
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
設
計

が
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

御
参
拝
の
皆
様
に
は
何
か
と

ご
迷
惑
を
お
掛
け
致
し
ま
す
が
、

安
全
な
境
内
確
保
の
為
、
何
卒

ご
理
解
・
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

[無傷だった二の鳥居]

[太鼓橋周辺完成予想図]

現
在
、
改
築
工
事
を
進
め
て
お
り
ま
す｢

太
鼓
橋｣

の
名
称
を
、

広
く
皆
様
よ
り
募
集
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

《
募
集
要
項
》

一
、
方

法

葉
書
に
て
一
人
一
点
。
住
所
・
氏
名

年
令
・
職
業
・
電
話
番
号
を
明
記

一
、
締

切

七
月
三
十
一
日
必
着

一
、
宛

先

〒
二
五
三－

〇
一
九
五

神
奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町
宮
山
三
九
一
六

寒
川
神
社
太
鼓
橋
名
称
募
集
係
へ

＊
発
表
は
後
日
、
本
誌
に
て
行
い
ま
す
。

� � �
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相
模
國
式
内
社
の
会
で
は
、

去
る
三
月
二
十
八
日
に
恒
例
の

式
内
社
巡
拝
会
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
地
震
に
よ
り
開
催
が

危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
参
拝
先

の
秩
父
神
社
、
立
寄
先
の
川
越

の
方
よ
り
、｢

受
入
れ
可
能
で

あ
り
、
是
非
来
て
頂
き
た
い｣

と
有
難
い
言
葉
を
賜
り
、
実
施

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

当
日
は
四
十
名
の
参
加
が
あ

り
、
地
震
直
後
の
神
社
の
様
子

や
、
こ
れ
か
ら
の
方
針
を
互
い

に
意
見
交
換
し
合
う
等
、
有
意

義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

八
月
十
五
日(

月)

、
境
内
特
設
舞
台
に
て
行
わ
れ
る

『

相
模
薪
能』

の
演
目
は
、
左
記
の
通
り
と
な
り
ま
し
た
の
で
ご
案
内
致
し
ま
す
。

�
�

�
�

●
能

巴
と
も
え

観
世

喜
正
ほ
か

●
狂
言

樋ひ

の
酒さ
け

野
村

萬
斎
ほ
か

●
能

舎し
ゃ

利り中
森

貫
太
ほ
か

尚
、
申
し
込
み
方
法
等
の
詳
細

は
次
号
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

当
神
社
で
は
、
県
内
よ
り
自

衛
隊
に
入
隊
す
る
若
人
の
激
励

の
一
助
に
な
れ
ば
と
、
神
奈
川

自
衛
隊
音
楽
ま
つ
り
に
協
賛
し
、

少
年
館
生
も
青
少
年
の
健
全
な

育
成
に
繋
が
る
と
考
え
、
見
学

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

今
度
、
こ
の
事
が
評
価
さ
れ
、

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部

支
援
団
体
協
議
会
よ
り
感
謝
状

を
頂
け
る
事
と
な
り
、
茅
ヶ
崎
・

寒
川
防
衛
協
会
会
長
清
水
亨
氏
、

神
奈
川
県
隊
友
会
湘
南
支
部
長

�
木
幸
夫
氏
が
来
社
、
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
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中
郡
大
磯
町
の
神
揃
山
に
相
模
國
一
之
宮
寒
川
神
社
・
二
之

宮
川
勾
神
社
・
三
之
宮
比
々
多
神
社
・
四
之
宮
前
鳥
神
社
・
平

塚
八
幡
宮
五
社
の
神
々
が
神
輿
に
て
参
集
し
、
厳
粛
な
祭
儀
が

執
り
行
わ
れ
ま
す
。
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�

ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
見
学･

入
団･

フ
ラ
イ
ア
ッ
プ
式

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
で
は
、
四

月
十
日
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
ベ

ン
チ
ャ
ー
隊
力
作
の
ツ
リ
ー
ハ

ウ
ス
を
見
学
、
木
の
上
で
の
暮

ら
し
を
体
験
し
ま
し
た
。

四
月
十
七
日
は
入
団
並
フ
ラ

イ
ア
ッ
プ
式
、
今
年
は
三
名
が

入
団
、
三
名
が
フ
ラ
イ
ア
ッ
プ

致
し
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

茅
ヶ
崎
・
寒
川
短
歌
会
に
よ

る
春
の
短
歌
大
会
が
、
四
月
七

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

数
多
く
の
作
品
よ
り
、
茅
ヶ

崎
市
萩
園
在
住
の
平
澤
ま
さ
え

氏
の
歌
が
一
之
宮
賞
に
選
出
さ

れ
、
賞
状
及
び
賞
品
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

�

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
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平
澤

ま
さ
え

四
月
二
日
、
少
年
館
は
二
十

三
名
の
新
入
館
生
を
迎
え
ま
し
た
。

本
殿
に
て
行
わ
れ
た
入
館
奉

告
祭
、
初
め
て
の
お
参
り
に
少

し
と
ま
ど
い
ま
し
た
が
、
し
っ

か
り
参
拝
で
き
ま
し
た
。

在
館
生
も
す
っ
か
り
年
長
者

の
顔
に
な
り
、
お
手
本
を
示
そ

う
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

皆
ん
な
仲
良
く
元
気
に
活
動

し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

�
青
少
年
活
動
だ
よ
り

�
�

�


�
�

�

新
入
館
生
を
迎
え
て

四
月
一
日
よ
り
十
日
に
か
け

て
学
齢
児
図
画
展
が
開
催
さ
れ

訪
れ
た
参
拝
者
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
図
画
展
は
、
今
春
小
学

校
へ
入
学
す
る
園
児
達
の
健
か

な
成
長
を
願
い
、
創
造
性
・
独

創
性
を
助
長
す
る
事
を
目
的
と

し
て
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

�
�

�
�

�

��
��

��
��

��
��

��
��

今
年
も
回
廊
に
は
寒
川
さ
く

ら
幼
稚
園
・
倉
見
幼
稚
園
・
一

之
宮
相
和
幼
稚
園
の
卒
園
児
が

描
い
た
、
感
性
溢
れ
る
作
品
一

五
〇
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
幼
稚

園
の
方
々
に
は
、
誌
上
よ
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

春
の
カ
ブ
隊
の
活
動
は
、
こ

こ
数
年
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

今
回
は
相
模
川
沿
い
を
下
り
、

相
模
湾
を
目
指
し
、
自
転
車
の

ペ
ダ
ル
を
精
一
杯
漕
ぎ
ま
し
た
。

浜
辺
で
は
春
の
潮
風
を
満
喫
、

ス
カ
ウ
ト
達
の
中
に
は
、
制
服

が
海
水
ま
み
れ
に
な
る
ま
で
、

若
者
た
ち
の
憧
れ
の
地
、
湘
南

の
海
を
楽
し
み
ま
し
た
。

�
�

�
�

�
�

�

カ
ブ
隊
春
の
湘
南
サ
イ
ク
リ
ン
グ
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 � ５月24日(火)
午後２時～３時


� 寒川神社 参集殿

	 � ��������

�����

� � 理学療法士

加 藤 幸 弘

入場無料 申込不要
ご来場をお待ちしております｡

������������

寒 川 病 院
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看
護
師

石
野

洋
子

〃

加
藤
美
代
子

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
三
年
五
月
一
日

�
�

�

�


�
�




介
護
職
員

亀
田

ゆ
か

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

平
成
二
十
三
年
四
月
三
十
日

���� �� ! " # $ % &

	 '
午前

１診 栗田啓司 松下玲子 栗田啓司 武村文夫 鳴海裕之 武村文夫 1,3,5週

鳴海裕之 2,4週

２診 渡辺 卓 丸山真弓 円谷斉子 渡辺 卓 1,3,5週

栗田啓司 2,4週

午後 武村文夫 鳴海裕之 武村文夫 渡辺 卓 円谷斉子

( ) 	 '
午前 高木繁治 2,4週

午後 栗田啓司
* + , ' 午前 西谷憲三
�-./' 午後 内山光昭

01�23
午前 丸山真弓 大貫恵子 丸山真弓
午後 大貫恵子 宮武 範

4 5 , '
午前 干場泰成 神田茂孝
午後 原田厚４週

2 '
午前

１診 木勢佳史 原 正 徳田裕(乳腺) 岡村卓穂 田中 豊 原 正 1,3,5週

木勢佳史 2,4週

２診 石田秀樹
午後 原 正 鍋島一仁 中村健司 岡村卓穂(乳腺) 木勢佳史

6()2' 午後 富永二郎
7 8 ' 午後 矢作榮一郎 赤坂江美子 山岡華児
9 1 , ' 午前 花井一也

: � 2 '
午前

１診 内田雅夫 池田全良 真鍋卓容 金 俊男 内田雅夫 真鍋卓容 1,3,4,5週

内山善康 2週

２診 真鍋卓容 橋本吉登 橋本吉登(10時～) 真鍋卓容 橋本吉登 (10時～)

午後 橋本吉登(スポーツ) 池田全良 橋本吉登(スポーツ) 小椋 研

; '
午前 木勢由利子 増山和子 木勢由利子 保科真理 木勢由利子 木勢由利子
午後 保科真理 木勢由利子 木勢由利子 鈴木崇弘 木勢由利子

<=>?'
午前 大上麻由里 大上麻由里 大上麻由里 大上麻由里 竹尾輝久 大上麻由里
午後 大上麻由里 厚見 拓 大上麻由里 大上麻由里 関根基樹

	 @ A
午前 原 正 鳴海裕之 渡辺 卓 木勢佳史

鳴海裕之 1週

渡辺 卓 2週

木勢佳史 3週

原 正 4週

午後 木勢佳史 原 正 渡辺 卓 鳴海裕之
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國
司
奉
幣
の
儀－

平
安
朝
の
装

束
を
纏
い
奉
仕
す
る
大
磯
町
長

五
月
の
旬
魚
は
初
鰹
、
江
戸

時
代
は
特
に
珍
重
さ
れ
た
。

｢

女
房
子
供
を
質
に
出
し
て
で

も
食
え｣

と
迄
云
わ
れ
、
江
戸

庶
民
の
粋
を
感
じ
る
が
、
私
に

は
恐
し
く
て
口
に
は
出
せ
な
い
。

(

尚)

ぬ
ば
た
ま
の
髪
も
そ
よ
ろ
に
寝
が
え
り
を
打
つ
と
知
り
た
る
ね
が
え
り
し
と
き

堀
江

照
子

ボ
タ
ン
押
さ
ね
ば
扉
の
開
か
ぬ
四
輌
電
車
冬
日
穏お
だ

し
い
相
模
野
を
ゆ
く

宇
田
川
時
子

孫
達
と
我
も
夢
中
で
ボ
ー
ル
け
る
疲
れ
も
忘
れ
サ
ッ
カ
ー
遊
び

土
屋
ト
ミ
子

折
紙
は
手
先
の

｢

脳
ト
レ｣

時
わ
す
れ
折
り
し
吾
の
鶴
空
に
は
ば
た
け

三
留
と
く
子

ほ
ほ
か
す
め
優
し
い
風
の
流
れ
ゆ
く
路
面
電
車
に
眺
め
る
カ
フ
ェ
よ

浜
田

寿
子

悩
む
吾
に
元
気
出
し
て
と
花
の
言
う
一
面
に
咲
く
菜
の
花
畑

山
口

幸
子

カ
ラ
カ
ラ
の
空
気
に
喘あ
え

ぐ
草
花
の
悲
鳴
が
聞
え
る
大
寒
の
朝

山
根
喜
美
代

音
が
す
る
や
っ
ぱ
り
飛
ん
で
る
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
悠
々
と
し
て
青
空
の
中

安
藤

慧

孫
を
待
ち
寒
風
の
中
帰
り
つ
つ
互
に
ほ
ほ
笑
み
星
を
見
上
げ
る

川
島
恵
美
子

ど
ん
ど
焼
き
最
後
は
焼
芋
ほ
お
ば
り
て
真
黒
き
口
が
笑
顔
に

｢

サ
ヨ
ナ
ラ｣

�
田
マ
ツ
子

鉢
に
蒔
き
野
菜
作
り
に
手
を
か
け
る
鳥
に
も
分
け
て
春
を
待
ち
お
り

工
藤

光
子

店
先
に
節
分
の
豆
入
れ
し
升
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
よ
う
に
つ
み
上
げ
て
あ
り

天
利

春
枝

挫
け
た
る
気
持
ち
切
り
か
え
頑
張
る
ぞ
鏡
の
中
に
話
し
か
け
い
ぬ

岡
元

芳
子

生
命
線
長
か
り
し
母
早
く
ゆ
き
短
か
き
吾
の
ま
だ
生
き
て
い
る

出
町

安
子

さ
く
さ
く
と
霜
柱
ふ
み
葱
を
抜
く
畑
に
キ
ラ
キ
ラ
朝
日
の
光

亀
山

文
子

虹
色
の
暈
も
つ
満
月
よ
ぎ
り
ゆ
く
わ
が
悲
し
み
か
ひ
と
ひ
ら
の
雲

杉
本

照
世

お

詫

び

先
月
号
�
田
マ
ツ
子
様
、
堀
江
照
子
様
両
名
が
詠
ま
れ
た
歌
に
間
違
い
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
詫
び
並
び
に
訂
正
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

両
替
町
の
左
義
長
睦
月
の
十
五
日
富
士
よ
く
晴
れ
て
風
も
な
き
朝

�
田
マ
ツ
子

か
す
か
な
る
犬
の
寝
息
の
聞
こ
え
来
て
眠
れ
ぬ
闇
を
柔
ら
か
に
す
る

堀
江

照
子

納
屋
母
屋
Ｓ
字
に
飛
ん
で
燕
く
る

金
子

つ
ぢ

い
つ
ま
で
も
明
る
き
空
や
夕
桜

四
ッ
車
梢
月

橋
幾
つ
く
ぐ
る
隅
田
の
花
見
舟

芹
沢

徳
光

掘
り
上
げ
し
大
筍
の
傷
匂
ふ

岡
田
風
呂
釜

そ
の
先
は
他ひ

人と

に
は
言
へ
ず
春
の
夢

相
原

白
蕗

土
手
を
行
く
自
転
車
一
列
風
光
る

飛
石

槿
花

ひ
と
つ
灯
を
消
し
忘
れ
た
る
花
明
り

伊
藤

公
一

花
柄
の
嫁
の
エ
プ
ロ
ン
風
光
る

倉
谷

節
子

宮
参
り
寝
顔
の
産
毛
風
光
る

菅
沼
う
め
の

に
わ
と
り
が
猫
の
餌
啄
む
日
永
か
な

露
木
て
る
子

素
通
り
が
出
来
ぬ
募
金
や
風
光
る

金
指

月
光

天
災
に
無
力
な
ま
ま
に
鳥
帰
る

松
本
美
智
子

改
め
て
母
似
の
顔
や
花
の
宿

宮
入

つ
る

母
は
も
う
子
等
を
し
か
ら
ず
春
終
る

菅
沼

保
幸

避
難
所
に
身
を
寄
せ
合
ひ
て
夕
桜

岩
田
美
代
子

場
所
取
り
の
上
手
な
上
司
花
筵

は
な
む
し
ろ

根
岸

君
子

有
難
き
い
つ
も
と
同
じ
春
の
朝

竹
村
真
砂
美

単
線
の
三
分
停
車
春
が
す
み

山
本

朝
子

山
や
川
す
べ
て
を
無
く
し
夏
初
め

瀧
井
ど
ん
舟

花
吹
雪
た
え
ず
動
き
し
仔
豚
の
尾

千
葉

静
香


